















Who are the victims and where are the areas stricken 
by the Fukushima nuclear accident?：
 citizens’ radiation measuring stations in east Japan struggle against trivialized 




 From the perspective of environmental justice movements, this essay will reveal the significance 
of investigations on soil contamination initiated and conducted by citizens’ radiation measuring centers in 
17 prefectures across eastern Japan. When we think of a recovery from damages caused by the nuclear 
accident, we have certain assumptions of where the areas of nuclear disaster is, and who the victims 
are. A campaign has been initiated by residents outside of Fukushima to destabilize the definitions of 
“areas of nuclear disaster” and “victims” by promoting health examinations to detect radiation exposure 
outside of Fukushima. While investigations on soil contamination initiated by agricultural cooperatives 
and municipalities inside of Fukushima have been publicized in the past, they are targeted mainly for 
regenerating farming in Fukushima rather than for resisting the trivialization of the terms such as “areas 
of nuclear disaster” and “victims”. This essay will reveal the possibility of our subjective recognition of 
“areas of nuclear disaster” and “victims” to be shifted by the culmination of the objective data from the 
investigation on soil contamination conducted by citizens’ radiation measuring centers, and how this 
ultimately can correct the imbalance within the disaster recovery policies. Unlike the investigation limited 
to farmlands, grasping the average degree of contamination regardless of the usage, purpose and areas 
may allow us to grasp the damages caused by the disaster in its entirety, which hence will provide people 
in any circumstances the equal right to speak out on the issue of contamination.
Keywords: the areas stricken by the Fukushima nuclear accident，soil contamination, the Act on Special 
Measures Concerning the Handling of Environment Pollution by Radioactive Materials 
Discharged, citizens' radiation measuring stations, environmental justice movements




























































































































































棄物等」の処理 4）は 2015 年 3 月時点で約 1 兆 1
千 5 百億円 5）に上っているが、この災害廃棄物
は福島第一原発事故による放射能汚染の危険性が
2011 年 5 月には政府内では認識されていたもの
の、あくまで震災復興政策（「震災がれき」）とし
て事実上一般廃棄物
3 3 3 3 3
扱いにするスキームが 2011
年 8 月 30 日に交付された「放射性物質汚染対処
特別措置法」によって法的に形成された（正式名









































の 2011 年 3 月時点で東電の財務は損害賠償費用
と廃炉費用により債務超過が見込まれていた（齊















































































































年 3 月 31 日公布・施行）の方が注目される 13）。
それに対し、本稿では「放射性物質汚染対処特別





















3 3 3 3
ことと定義しているが、その規制基準
は放射性セシウムで 8000Bq/kg に設定された（熊


































































する安全確保の当面の考え方」（2011 年 6 月 3 日）
に依り、次のように説明されていたという 18）。
①処理に伴って周辺住民の受ける追加的な線
量が 1 ミリシーベルト / 年を超えないよう
にする。
②処理を行う作業者が受ける追加的な線量が



























地点での空間線量率 1mSv/ 年（0.23 μ Sv/h）か
ら逆算して放射性セシウム濃度が算定されてい
る 19）。同様に、「埋立処分」の場合には 8000Bq/
kg は「作業者の被ばく量が 0.78mSv/ 年と計算
され、原子力安全委員会による作業者の目安であ














て」（2004 年 12 月）で定められている 20）。
　このように元来「クリアランス制度」において








































































































年 8 月時点で参加測定室は 32 団体）。プロジェク
ト期間は第 1 期（2014 年 10 月～ 2015 年 9 月）、
第2期（2015年10月～2016年9月）、第3期（2016
年 10 月～ 2017 年 9 月）となっている。
図 1： 東日本土壌ベクレル測定プロジェクトによるマップ
 （2016 年 10 月現在のもの）24）
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＜特集論文＞


































プルの収集は 2017 年 1 月までとなっているが、





























































































































































































































































































2） 2016 年 11 月 26 日に開催された東京経済大学学



















は 2015 年 3 月末時点のものである）。ただし、
これは「損壊家屋の解体費用を含む」費用となっ
ている。





















市町村と福島県外 60 市町村（2014 年 11 月時点）
の「汚染状況重点調査地域」（指定要件は 1 時間






















































15） IAEA 安全指針値により 100Bq/kg（セシウム
134,137）以上は「低レベル放射性廃棄物」とし









規制法が改正され、第 61 条の 2 で導入された（熊
本・辻，2012: 52-61）。






























則 10 － 5（職員の放射線障害の防止）」がある）。
これはチェルノブイリ法による「放射能汚染地」




















































































例えば、2015 年 3 月に行われたある保育園の園









































kg と 8,000Bq/kg の二つの基準の違いについ
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夏期セミナー（2012 年 8 月 22 日），（2016 年




































エンド」夏期セミナ （ー2012 年 8 月 22 日），（2016
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